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Zorenz　von　Stein関係文献

星 健　一

はじめに

I　Stein著述の邦訳

E、Steinに関する：文献

はじめに 亘sa㊧蜘著述の邦訳

　三目チュ　一一　tfン’ゲ：ソ大学，　Fritz　Opitz博．

士より下記の調査伝頼があり，回答を作成

した。聯にいくつかのシ執タイン関係：文献

、目録が公刊されているが，．文書類を含めて

のリストは見当らないので，新たに当館蔵

本により作成した。・今後の参考になるかと

思うのでここに紹介する。

　　　　　〈来　　信〉

　　　拝啓（略）

　さて，我がTtibingen大学におきまし¶

て，今年1977年はe’／設立500年祭が催さ

・れ，その一連の行事として，Lorenz　von

Steinの三三につきまして，小規模乍ら，

、国際会議が開らかれます6彼は明治憲法創

作に当り，涙独した伊藤博文等に多大の影

響を与え，明治10年代，すでに彼の著作が

一邦訳されています。つきましては，現代に

至るまでの彼の著作の邦訳名，並びに彼に

ついての研究図書につきまして，御足労乍

ら，御一一＊R願えれば幸いに存じます。「．

　　　　　　　　　　　　　敬具

　　　　　　　　　Dr，Fritz　Opitz

　　　〈原文（日本語）のまま〉

11・荒川邦蔵訳　国理論　狸逸学協会　明，

　　治15．．　6　21p　19cm「（行政学の抄1

　　訳）〈特17－737＞

2．木下周一，山脇口訳　兵制学1～3巻

　　近藤幸止刊明161巻71p，2巻59p，

　　3巻92p．18cm　〈33－1＞

3．文部省専門学務旧訳　行政学「教育篇

　　文部省編輯局　明17　103p　20cm

　　〈253－4＞

4．渡辺廉吉訳行政学上．中∴ド．元

　　老院明20・上44gp，中666p，下275p

　　20cm　〈24－1＞

5．自治論　（自治論纂　独逸学協会　明

　　21』pp60～76所収）（行政学の抄訳）

　　〈27－156＞

6．河島醇編　古田新六訳　憲法及行政法

　　要i義　集成社　明22　192p・20cm

　　〈38－76＞・一

7．海江田信義聴講　丸山作楽筆記　有賀

　　三冠曲木高配訳　須多三三講義　宮

　　内省　明22596，12P　20c旧く38－70＞

8．海江田信義聴講1丸山作楽筆記　有賀

　　長皓曲木高配訳　須二二氏講義筆記

nv@25　一



　　乱行社　明22　415p　20cm　（宮内

　　省蔵版）〈38－70イ〉

　　背の書名：外人の観たる我溝国体襖国

　　スタイン博士の国法学

9．小松宮濡濡親王聴講　スタイγ・グナ

　　イスト両師講義年記明23’〈未所蔵＞

10．綿貫哲雄訳　仏蘭西革命史論　興亡史

　イ論刊行会　大正7　482p　21cm
　　＜a235－3＞〈235．6－Sr3ウ〉　’

　「．内容：「1789年より現代に至る仏蘭西

　　社会運動史」の中の「1830年以前の仏

　　蘭西革命社会史」の部分訳，　「社会運

　　動の理論」の訳，エルンスト。グリュ

　　ンフェルド「スタイ：ソの生涯拉に社会、

　　学説の影薯」の訊スタイン著作目録

11．海江田信義聴講　：丸山作楽筆記　有賀

　　長雄，曲木高配訳　須多平氏講義筆記

　　（吉野作造編明治文化全集ee　’4巻’

　　憲政篇　日本評論社　昭3　pp　497～

　　613所収）tt（借行社　明22版の再録）

　　〈081．　6－M448－Y＞

12。神戸正一訳－財政学序説　有斐閣　昭

　　12241P　22・m＜741－26＞〈・340－

　　19＞

13．猪木正道訳　社会の概念と運動法則

　　みすず書房　昭24　250p「19cm
　　（「フラ’ンス社会運動史」の緒論の訳）

　　〈361－St3ウ〉〈363．02－cS81s－1＞

14．五十嵐豊：作訳　社会の概念と運動法則

　　実業三日本社　昭24，231p　19cm

　　（政治思想古典選集　　8）　〈363・02－

　　cS81s－lz＞

15．海江田信義聴講　：丸山作楽筆記　有賀

　　長雄，曲木高配訳　須田因氏講義筆記

　　（明治文化研究会編、明治：文化全集改

’版第i巻憲政篇日本評論新社昭

　・30pp　497～613所収）（借三社明22
　・版の再録）〈081．6二M448－M（t）〉

E9，　seeimに関する文献

　　　図　　書

1．黒田清隆　環遊日記上，中，下　出

　版者不明　明20．上496P，中627P，

　下495p　図版・雌図　21cm　．附録

　　スタイン氏講述筆記ほか6篇　〈24－

　　120＞

2．スタイン翁追弔会’（丸山善彦，丸山正

　　彦血温　涙痕録丸山作楽伝　明32

　　pp323～328所収）（東京目々新闘

　　明23．10．15講の再鋤〈86－98＞

3．谷干城・洋行日記’（島内登志三編

　　谷干城遺稿上巻　靖献社　明45pp

　　441～670所収）　〈210．6－Ta853t－5＞

4．穂積陳重　舶来学説　（法面夜話　有

　　斐閣、大5PP　213～220所収）〈68－

　　646＞

5．織田万教育行政及行政法冨山房

　　大5350p　23cm　〈256．1－79＞

6・福田徳三社会政策と階級闘争　改造

　　社夫1」「514p・18cm〈502－101イ＞

7．田村徳三　行政学の発達の歴史と其の

　　方法論的研究の必要　（法律学と行政

　　学弘文堂大14pp附録27～56
　．所収）〈317．1－Ta679g一（2）＞

8．蝋山政道　政治学の任務と対象　巌松

　　堂　大14　543p　23cm　〈311－

　　R66　s＞

9．新明正道　形式社会学及び現象学三社

　　会学（1）～（皿）　（社会経済体系　目

　　本評論社　昭2　（1）7巻pp　81～

　　102，　（］［1）　8巻pp　299～320ゴ　（皿）

　　10巻pp’323～350所収）〈a308－20＞

10．加田哲二　近世社会単成立史　岩波三

一　26一，一



　　店回3296P23，mヒ573．・36＞

．11，下山学道　行政学総論　目本評論社

　　日貸3　272p　　18cm　　〈583－19＞

12．今中次麿　須多三四講i義筆記解題（吉

　　野作造篇　明治文化全集第4巻憲政

　　篇日本評論社齢PP解24～27
　　所収）〈081．6－M448－Y＞

13．新明正道　独逸社会学　日本評論社

　　．昭4228p　17『m　（社会科学叢書

　　第i6編）〈583－19＞

14．服部琴太郎　シュタイン　（社会科学

　　大辞典　改造社・昭5pp　530～531

　　所収）〈303・　3－Sy9223一　S＞

ユ5．服部英太郎　市民的社会　（同上　pp・

　　474～476所収）＜同　　上＞
16．吉野作造スタイン・グナイストと伊

　　藤博文（閑談の閑談書物展望社

　　昭8pp・159～192所収）〈645－28＞’

17．鈴木義男　行政法学方法論の変遷

　　（公法学の諸問題第2巻　有斐閣　昭

　　9pp　437～488所収）‘〈678－86＞

18．スタイン氏意見書　（伊藤博：文編　秘

　　書類纂第13巻憲法資料下　秘書類

　　纂刊行会　昭10　pp258ん286所収）
　　〈310．　8一　1　783　h　＞

19．スタイン博：壬来翰伊東巳代治宛

　　1899．4．2付（同上pp287～294所
　　収）1＜同　　上＞

20．憲法講義』 i同上第12巻憲法資料中
　　pp　277～362所収）＜同　　上＞

21．．・シュダイン書翰黒田清隆宛1889．1．

　　6付　（同上第13巻　憲法資料下
　　pp　2S2～257所収）〈同　　上＞

22．懊甲法学博士スタイン氏ト談話要領

　　明22．11．7付（同上第11巻憲法資

　　二上pp　199～200・所収）

　　〈同　　上＞

23．鈴木安蔵　目本営法史研究　貫文閣

　　fl召10　419p　　20c血　　〈692－122＞

24．渡辺幾次郎　明治天皇と立憲政治　学

論判’9261P　19cm〈S99π

25．鈴木安蔵　スタイン氏憲法草按につい

　　て　（明治政治史研究会編　明治政治

　　史研究第2輯ナ勉社・昭11
　　pp98～119所収）・〈312．・1－M448－M＞

26．蠣山政道　行酢学原論第1分冊　日

　　本評論社昭11218・　22・m〈718

　　－55＞

27．金ヰ堅太郎　憲法制定と欧米人の評論

　　日本青年館　昭12，　．395p　19cm

　　＜750－63＞

28．皇至道　シュタイy　（教育学辞、典

　　第2巻　岩波書店　昭12　pp　1124～

　　1125所収）〈254－16＞

29．尾佐竹猛、憲法制定　・（日本憲法制定

　t史要育成社昭13、pP　194～297

　　所収）＜745－24＞

30．尾佐竹猛　欧州における伊藤の憲法調『

　　査　調査資料としその諸学説　　（日本

　　憲政史大綱下巻　諸本評論社　暗14

　　PP　673～711所収）〈753－f34＞’

31．清水伸　独懊に於ける伊藤博文の憲法

　　取調．と日本憲法　岩波書店　昭14

　　－442p’　2，3cm　〈784－64＞

32．金子堅太郎　欧州憲法の調査　　（伊悪

　　博文伝中巻　春畝公追三会　昭15．

　　PP　245～360所収）〈289－1892ウ＞

33．鈴木安蔵　伊藤博文の渡欧と憲法調査

　　グナイスト・モッセ部よびスタインの

　　教説　（謡本憲法史概説　中央公論社

　　昭16　pp　328～348所収）〈323．　2－

　　Su96ウ＞

34．新明正道　国家論　（三木清編　三三

　　辞典　河出書房　昭16所収）・

　　〈未所蔵〉

Hr　27　m



35．杉村広蔵　社会科学　（同前　所収）

　　〈未所蔵〉：

36．島恭彦　財政思想の発展「官僚主義財

　　政学批判」　経済学全集第一部経済

　　理論の発展　潮流社’略24所収）

　　〈未所蔵＞

37・安麟姫鞘政策繍鮪科学tr　．
　　昭24325p　21cm　〈373．1－A47ウ＞

38，蠣山政道　行政学講義序論・日本評論

　　社　昭25266p　22cm
　　〈317．　．1：　R66　g　2＞　，　’

39．石山修平　教育史観　（教育大学講座

　　・4西洋教育史　金子書房　昭25

　　pp　373～415所収）〈370．8－To456K＞

40．安藤尭雄　ヨー一　12リパ教育社会学の発

　　達，、（同上5教育三会学pp　193～

　　241所収）　〈同’　上〉’

41．長浜政寿　国家機能の分化と集中　弘

　　女堂　昭25、119回忌21c血』（近代国

　　、家論　第2部　機能その（1））　〈313－

　　Ki234＞

42’．穂鰍重舶来学説（法窓夜話河

　　出書房昭26・（市民文庫26）所収）

　　＜32（）．4－H734h＞

43．林健太郎　シュタイン（醤レンツ●ブ

　　ォy）　（世界歴史事典9巻　平凡社．

　　昭27　p208所収）〈2031　3－Se1224一，

　　H＞

44．シュタイン　（政治学事典　平凡社

　　昭29pp　643～644所収）〈310．β3一

　　，　Se122－H＞

，45．阿閉吉男．P　一一一．レンツ．eフォン・シュ

　　タイン　（代表的社会学者ドイツ箒、

　　教育書林　昭29PP　9～44所収）
　　〈361．　2－A957　d　〉

．’ S6・「今中次麿　須田因氏講義筆記解題

　　．（話調文化研究会編「明治文化全i集改

　　版第1巻憲政篇日本評論新社昭’

　　30　pp解27～30）　〈081．6－M448－

　　M（t）＞

47．持田栄一　シュタイン　（教育学辞典

　　3巻平凡社昭3’O　pp　267－268

　　所収）〈370．33－K：y9945〒H＞

48．シェタイン　（西洋人名辞典　岩波三

瀬g鼎〉．P667・細論・

49．皇至道シ。タイン牧書店昭32

　　152p　図版L　19cm　1（西洋教育史

　　第9）　〈371－cS81Ss＞

50，長浜政寿　行政学序説　有斐閣、

　　日系34　252i）　22cm　〈317．．1－N121　g＞

’51．秋元律郎　シュタイン　有斐閣

・　昭34　74，20p・図版　18cm’（人と

　　業績シリーズ第4）〈361－cS81As＞

52．井E久雄近代日本教育法の成立風

　　．間書房’昭44936　p　図版　22c血

　　くAZ－613「4＞　　　　　　　　　∴

53．長浜政寿　シ訟タイン　（世界大百科

　　事典第14巻．平凡社「昭47．p　419．．

　　所収）〈UR1－22＞’

54．井手嘉憲　1行政学　（ブリタニカ国際

　　畑科事典鄭巻テ…一　e’一エスプ’

　　リタニカ　昭48、pp433・’一434’所収）

　　〈URI－26＞・　一・一一

55．「長浜政寿現代行政における「公共性jIt

　　の問題　（現代守門と行政　有信堂

　　昭48噛pp　3～38所収）〈A311－35＞1

　　　雑誌記事．

　1．懊国行政学の泰斗スタイン氏小伝

　　（日本の法律2巻5号　明23．10

　　PP72～7ρ〈雑21：105＞

　2，碩儒スタイシ民逝けり　’（日本の法、

　　律　　2巻10号　　明23．10　　pp　84’：y85）

　　〈雑21－105＞

3．末松謙澄伊藤公の欧洲における憲法

一28一



　・敢謁顛末　（三家学会雑誌26巻12号

　　大1．12PP　125～136）＜雑21－126＞・，

4黙轟諜並面す詳
　　ゲル・フ・イエル・斗〉’・マユタイγ

　　及びブルードンの影響　（三田学会雑

　　誌19巻3号　大14pp　144～178）

　　〈i雑154－38イ〉，・

5．加田哲二社会学者としてのPt・・一・vン

　　ツワオン・シテタイン（三由響，

　　会編　哲学3輯　昭2pp　1～88）

　　〈雑5二30＞

’6．，吉野作造　日本憲政に対する御三外人

　　の貢献（1），（9）　（明治：文化研究

　　（1）4巻9号　昭3．9層pp　9～13，

　　（豆）4巻ユ0号　昭3．10pp　2～5）

　　〈　Z　8－956＞　，　，・　．

壌欝謡溺窟押
　　PP　6Q～77）　　〈雑54－90＞

髄安激騰畿つ
　　p2）　〈Z8－956＞

　9．・神戸正一一一財政学史に於け6Pt一レン

　　ッ・フォン．rシュタイン　（経済学論

　　集7巻5号昭・2PP　64～・・2）

　　＜i維£2－54＞

10：・天沢不二郎　ナチズムと労働行政一回

忌　認識されるロレンツ。フォン・シュダ

　　インの労働行政観　（社会政策時報

　　2・・号昭弄3・PP・⑳鯉3一手7ジ

『・・濠浜薦ドイ嬉房三三政学の成
　　立（め～（皿）　（法学論i叢（1）」38巻－

　　5号　昭13PP　79～111，（豆）39巻・

　　3号．昭13PP　74～108・（皿）40巻

　　1号一t赤髭13　pp　111．tN，，150）

　　〈雑21二138Pt＞

’12．’ ｪ山征太郎　スタイン博士を祭る祝詞

騰llgll選昭騨PP『～

i3：、皇至道教育行政学の根本問題一シュ

　　タインめ教育行政学について　（精神

　　科学昭15年謄PP　166～189）

　　＜雑1「22＞

14・鈴木安蔵　再び「スタイソ氏憲法草按」

　　について騨文化14巻5号
　　昭16．5　pp　1～2）　〈Z8－956＞

15．鈴木安蔵．スタイン氏講義「憲法及行

　　政法要義」にρいて　（明治文化14巻

　　7号昭16・7－P　1）〈同　、上〉

・16．水本敬昌　ヌタイン博：士の書翰　（勅

額イ讐9号脚P珍4～5）’

．17．’ 毎苺沁｡　国会開設の勅諭とスタイy

　　博：士召聰の議　（明治文化14巻11号

　　昭16．11　’pp　1～2）＜同，F上＞

18．長浜政寿・行政学の現実的基礎（1），

　　（∬）（法学論叢（1）45巻5号

　　昭16「PP　1～471（ll）45巻6号

　　昭・6．PP・・65～105）＜雑2・一・38　pt＞

19。長浜政寿　行政の現実的把握（1），

　　（ll）（割鍋q）48巻4号昭18
　　pp　40～6／2，（∬）49巻6号　昭18

　　pp　28～53）＜同　　上＞

2b．辻清明　Ptレ：ソツ・ジュタインの行政

　　学説一行政学研究Kの一つの緒口とし『

　　て（互），（R）ご（国家学会雑誌　（1）

　　57巻10号　昭18pp　1～41，（∬）57

　　巻12号　　日召18　pp　58～88）

　　〈雑21－126＞

21．矢崎光囲　市良社会と自由の問題一へ

　　Lゲイゆらシ。タイシ遙（1），（ll）

　　（法律時報（1）22巻1号昭25

　　pp　35～42，　（ll）　22巻5号『日召25

　，pp．48e－59）　〈Z320．5－H6＞

22．皇至道　行政学の理念と教育行政Lシ
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／

　　ユタイン行政学の研究　く広島大学教

　　育学研究室編　教育科学8号　昭25

　　pp　105一一136）　〈Z370．5－Ky86＞

23．長浜政寿　現代行政における「公共性」

　　の問題　（法と政治4巻3号　昭28

　　pp　1～44）　＜Z320．5－H13＞

24．皇至道　教育制度の発達段階一シュタ

　　イγ．の教育制度総総（広島大学教育

　　学研究室編　教育科学10号　昭28）

　　〈該当巻号は当館未所蔵＞

25．秋元律郎　冒一レンツ・フォン・シュ

　　タインとドイツ社会学の成立（1），

　　（ti）（政治面済論叢（1）4巻4号

　　昭30pp　36～62，（∬）5巻1号
　　Ha30　pp　4st一一77）　〈z30s－sel＞

26．石部元雄iシュタインの教育行政概念

　　一社会理論を中心として　（教育学研

　　究23巻3号昭31PP　IS～32）
　　〈　Z　370．　5－Ky26＞

27．秋元律雄・一レ沙・フ。ン・シ。

　　タインの社会学における国家と社会の

　　問題について　（政治経済論叢6巻4

　　三面32PP74～116）＜Z305－Se1＞

　　　新聞記事
1．’ k畠道龍　欧洲巡錫懊国スタインと語

　　る・（東京日々新蘭　明16．8．9）

　〈YB－6＞

2．’ ｢洲に於る丸山作楽懊国スタイソを訪

　ふ　（同上　明21．1．28）＜同　　上＞

3．懊国碩儒スタイン没す　（同上　明23．

　9二27）〈同　　上〉

』4．スタイ：ソ翁追弔会　（同上　明23．10．

　15）〈同　　上〉

　　文書類
・当館憲政資料室伊藤博文関係文書

　　　　　　　ヨ　1．スタイン氏講義筆記

　　・同上　伊東巳代治関係文書

　　　2．斯士民講i，as筆記　自明15．9．18至10．

　　　　31
　　　　　1．　；～5篇，　2．　6．11篇，　3．

　　　　　12～18篇

　　　．3・山県翻書翰肺、矧イ碗（意

　　　　見書受領ニッキ礼状）1890．4．28付

　　　　墨書朱字書入

　　　4．山県有朋書翰轍草稿ス財ン宛

　　　　明23．4．28付　墨書

　　　5．山県有朋書翰草稿スタイソ宛

　　　　明23．9英文1通鉛筆書．邦文1通・

　　　　遷書
　　　6．伊藤博文書翰ス財ン三明231．・9．

　　　　14付　（英文）鉛筆書草稿1通，ぺ

　　　　y書1通
　　　ケ．。スタイソ博士追悼祭記事　（英文）

　　　　　ペン書．

5　　　　　・ネータイン博キ追悼祭祝詞　墨書：．

・同上　三条家文書，幽（三条実美＞

　8．スタイン民行政裁判説大意

・同上井上馨関係文書

9・日本憲法二三襖国法学博士「スタイ

　　ン」ノ談話　明22．11．27付．

・国学院大三三陰文庫（井上毅）

ユ0・スタイン氏天津条約論　東京日、々新．

　　聞　明18．　9、切抜　美濃：紙6枚貼付
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：11．．スタイン氏東回細亜領事権柄論　東

　　京日々新聞　明18．9切抜　美濃紙1

　　11枚貼付

12．スタイγ講義訳一経済理財政体　明

　　2i：1・13付罫紙7枚

13．スタイン氏トノ談話要領．明22．11．

　　27　s14．日本帝国三三法制沿革　スタイン述

　　罫紙35枚

15．スダィγ斥財政学予算ノ部抄訳罫
　　紙1’枚

16．スタイソ氏行政改革沿革調　罫紙3一

　　枚

17．スタイン氏英国法註釈君主特権抄訳

　罫紙9枚
　　　　　　〈〉内は当館請求記号

　　　（ほし・けんいち・法律政治課）

レファレ旧例［

質問

　Averroes（lbn　Rushd）に関する：所蔵

資料につ1・｝て・

　　’〈アルジェリア国立図書館から〉

回答

　Averroes（lbn　Rushd）研究は現在の

ところ正直に言って低調です。ここでは戦．

援の嬬暇って回し紬〈〉内は当
館請求記号。

ユ）図書

・井筒俊彦イスラ」云思想史一神学三

三主義・哲学一　岩波書店’1975、　362　p

イブソ・ルシド（Averr。・・）の思想・

P303t一・338　一　，　，　・　〈HB181－7＞

●田中千里　中世における宗教と学術の伝

播一ヨー　ptッパ及びオリェシトー　予州社

・962・9・Pイブγ・～ヒシド：』 o・33～・43

　　　　　　　　　　　　〈132－Ta817t＞

2）「

G誌論交

②田中千里　AverroesのDest；uctio　De－

structionum．におけるPhysicaについて

中世思想研究圓1972110　p86～95

　　　　　　　　　　　　〈　Z　9－277＞

㊥田中千里　アヴェPtエズ　［Averroes＝

Ibn　Rushd］と彼の「三三の破壊」につい

て近畿大学教養部研究紀要2（2）1971．3

p1～ユ4　　’・，　　　　’　　　〈Z22－693＞　，

　　検索手段

⑱図書：国立国会図書館閲覧目録／

　　イスラーム関係文献目録（目本語の

　　部）　田本穿リエント学会編刊　昭和；

　　34（1959）

⑳i雑誌論：文：雑誌記事索引　昭和23～51年

　　国立国会図書館旧刊／イスラム記事目

　　録（著者別）－渡辺三編刊　1961

④図書・雑誌論文：日本におけるア爵ア・

　　’アフリカ研究の現状と課題一文平目

　　録・解題r　西アジア　アジア・アア

　　リカ総合研究組織編刊　1966．

　　　　　　　　　　〈参レ第1299号〉

一一　31’一




